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気象庁では、線状降水帯の予測精度向上に向けた取組の強化・加速化として、「観
測の強化」、「予測の強化」、「情報の改善」に関する取組を進めている。本節では、多く
の取組のうち、水蒸気観測データの数値予報への利用開発と数値予報モデルの改良
について紹介する。「観測の強化」としては、「アメダスへの湿度計導入」、「気象レーダ
ーの更新強化」、「洋上の水蒸気等の観測の強化」、「マイクロ波放射計の整備等」、「
高層気象観測の強化」、「気象衛星観測の強化」に取り組んでいる。「予報の強化」とし
ては、「スーパーコンピュータ「富岳」を活用した予測技術の開発」に取り組んでいる。
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線状降水帯の予測精度向上に向けた取組状況のうち、数値予報での取組状況を赤
字で示す。「アメダスへの湿度計導入」について、令和4年度末にメソ・局地解析で利用
を開始した。「気象レーダーの更新強化」について、更新された二重偏波レーダーに対
して、メソ・局地解析で利用している反射強度及びドップラー速度のデータ品質の改善
を確認し、随時利用開始している。「洋上の水蒸気等の観測の強化」について、令和3
年8月にメソ解析で気象庁観測船および海上保安庁測量船に搭載されたGNSS水蒸気
観測装置から得られる可降水量データの利用を開始した。令和4年度には民間船舶に
もGNSS水蒸気観測装置が搭載され、随時それから得られる可降水量データの利用を
開始した。令和4年年度末にメソ解析で可降水量データの利用法の改良し、同時に局
地解析での利用を開始した(本資料集2.4節)。「マイクロ波放射計の整備」について、令
和4年7月にメソ解析で試験環境での利用を開始し、令和5年度末にメソ・局地解析で利
用開始する予定である。「スーパーコンピュータ『富岳』を活用した開発」について、令
和4年に引き続き、令和5年でも1km LFMでのリアルタイムシミュレーション実験を実施
した。「気象庁スーパーコンピュータシステムの利用、数値予報モデル改良による予測
精度向上」について、令和5年3月に数値予報モデルの改良、令和5年3月に導入した
線状降水帯予測スーパーコンピュータを利用し、令和5年度末に2km LFMの現行10時
間予測を18時間予測へ延長して運用開始する予定である。
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線状降水帯の予測精度向上に向けた取組状況のうち、「観測の強化」として「マイク
ロ波放射計の整備」について説明する。線状降水帯を引き起こす幅数百キロメートル
規模の水蒸気の流入を捉えるため、水蒸気の高度分布を測定可能な地上設置型マイ
クロ波放射計の整備を進めて、令和4年7月に名瀬に整備された後、令和4年度末まで
に右図の17地点に整備が完了した。随時、実況監視等に利用している。
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地上設置型マイクロ波放射計は、大気からのマイクロ波の輝度温度を測定し、気温
や水蒸気の鉛直プロファイルを得るための受動型機器である。観測した輝度温度を基
に、気温、水蒸気の鉛直プロファイル、可降水量などの物理量を推定値（リトリーブ値）
として求めることが可能である。時間、空間的に高分解能であることが特徴であるが、
測定原理上、降水時には観測データの品質が悪化することに注意が必要となる。数値
予報システムにおいては、なるべく早期のデータ利用を目指し、まずメソ解析において
、地上GNSS等での同化利用実績がある可降水量データの利用に向けて開発を進め
ている。令和4年7月15日から試験的にリアルタイムでメソ解析へ同化し、予測への影
響を確認しつつ、随時追加された地点に対して、同化利用に向けた開発を進めている
。令和4年度末に計17か所への設置が完了したことにより、局地解析への同化利用の
開発を進めて、令和5年度末にメソ・局地解析で利用を開始する予定である。
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地上設置型マイクロ波放射計の同化による降水表現の改善事例を示す。令和5年7
月9日18UTCのメソ解析でマイクロ波放射計可降水量の利用に有無よる予測結果を示
す。

左図は解析時刻の同化ウインドウで利用したマイクロ波放射計可降水量のO-B（観
測値と第一推定値の差）の分布、右図は6時間予測での前3時間降水量（上段）と可降
水量（下段）の比較結果である。この時間帯では、四国から九州にかけての多くの地点
で、マイクロ波放射計可降水量の観測値は第一推定値よりも多かった。それが解析値
に反映されることにより、九州北部で発生した線状降水帯域での可降水量が増大し、
降水量が多くなったと考えられる。

このように、マイクロ波放射計を広範囲に用いることで、線状降水帯の表現が改善傾
向であることが示された。
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続いて、令和4年度末に実施した、数値予報の改良について示す。3つの点において
観測データの利用法改良、新規利用開始を行った（本資料集2.4節参照）。一つ目とし
て、メソ・局地解析でアメダス湿度データの利用を開始した。二つ目として、メソ解析で
船舶に搭載されたGNSS水蒸気観測装置から得られる可降水量データの品質管理処
理の改良し、同時に局地解析での利用を開始した。三つ目として、局地解析でこれま
で利用していなかった欧州の極軌道衛星に搭載されたマイクロ波散乱計による海上風
データの利用を開始した。
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局地モデルでは、物理過程を高度化し、モデル標高をより高品質なデータセットから
作成するよう変更した（本資料集2.3節参照）。その結果、地上風速が強すぎる誤差が
減少し、地上風速の予測が改善した（右上図）。これにより、水蒸気の流れなどの予測
が良くなることで、降水予測の改善にもつながる。線状降水帯予測の改善事例として、
左下図に令和3年8月14日4時を対象とした9時間予測の3時間降水量を示す。予測さ
れる強雨域の位置が改善した。メソアンサンブル予報システムにおいても、モデルの不
確実性を考慮する手法を取り入れた（本資料集2.2節参照）。右下図に示す線状降水帯
事例において、線状降水帯を表現するメンバーが増加し、実況をより捕捉するようにな
った。
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最後に、スーパーコンピュータ「富岳」を活用した数値予報技術の開発について述べ
る。気象庁は文部科学省・理化学研究所の全面的な協力を得て、スーパーコンピュー
タ「富岳」の政策対応枠課題により、「富岳」へ数値予報モデルを移植し、水平解像度1
㎞のLFMだけでなく、局地アンサンブル予報システム、高解像度の全球モデル等の開
発を進めている。令和4年6月～10月に、「富岳」上で開発中の1㎞LFMを用いたリアル
タイムシミュレーション実験を西日本で実施し、令和5年6月～10月のリアルタイムシミュ
レーション実験では、領域を現業LFMと同じ全国領域で実施した。このリアルタイムシミ
ュレーション実験の成果を活かし、令和5年3月に稼働した「富岳」の同型機となる線状
降水帯予測スーパーコンピュータ上で、令和5年度末に2㎞LFMの予測時間を18時間
に延長する予定である。さらにリアルタイムシミュレーション実験と同様となる、1㎞
LFM18時間予測の令和7年度末の現業化に向けた開発を進めている。

366



令和５年度数値予報解説資料集 367


